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技術基礎講座

NTT東日本　ネットワーク事業推進本部　サービス運営部
技術協力センタ　アクセス技術担当

アクセス系設備への生物による影響
～サルによるトラブルとその対策～

１．はじめに
　電気通信設備は、屋内外のさまざ
まな環境に曝されているため、生物
の活動による影響を受ける場合があ
ります。特に通信ケーブル等のアク
セス系設備は、自然の中で暮らす生
物によって引き起こされるさまざま
な影響が報告されています（図１）。
これまで技術協力センタでは、電気
通信設備への生物による影響につい
て解明し、その対策を行ってきまし
た。本稿では、全国各地から技術協
力センタに寄せられた生物に関する
問い合わせの中から、サルによる事
例とその対策を紹介します。

２�．サルによる電気通信設備への
影響と対策

　近年、集落の過疎化等により、サ
ルが人間の生活圏に入り込むこと
で、サルによって直接的に通信設備
が影響を受ける事例や、ケーブルを
渡るなど、通信設備を介したサルの
行動が近隣住民の生活に影響を与え
るという事例が発生しています。本
稿では、これら２つの事例を取り上
げ、それぞれの事例に対して行った
対策方法について紹介します。
2.1　NTT設備への直接的な影響
2.1.1　背景
　国道を横断する架空ケーブルルー
トにおいて、垂れ下がった光ケーブ

ルに通行車両が接触し、ケーブルが
断線する事故が発生しました（図
２）。垂れ下がった光ケーブルは、
建設時には複数のケーブルと共にコ
サインカーブハンガ（以下、CCH）
で一束化されていました。事故車両
のドライブレコーダー映像から、車
両との接触時には、CCHやその他
ケーブルに問題はなく、当該ケーブ
ルのみ垂れ下がっていたことが分か
りました。
2.1.2　原因の調査と分析
　原因調査のため、現地に定点カメ
ラを設置し、約１カ月間ケーブルの
状況を撮影しました。その結果、毎
日のように当該区間のケーブルを十

図１　生物による通信設備への影響
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数匹のサルが渡っている姿が確認で
きました。サルが故意にケーブルを
外すような行動は見受けられません
でしたが、ケーブルを掴み激しく駆
ける様子や、バランスを崩しケーブ
ルを引っ張る様子が確認できました
（図３）。
　そこで、確認されたサルの行動に
よってケーブルが垂れ下がる可能性
について、検証実験を行いました。
実験場に、CCHで一束化された光
ケーブルを張り（図４①）、その
ケーブルの一部をサルが引っ張り力
を加えたと仮定して、局所的に引っ
張る試験を行いました（図４②）。
実験の結果、局所的な牽引力を徐々
に大きくしていくと、約３kgに達し
たところで、CCHからケーブルが
外れ（図４③）、垂れ下がりが発生
しました（図４④）。今回撮影され
たサルはニホンザルで、体重７～
15kg程度と推定されます。したがっ

て、撮影した映像のようにサルが
ケーブルを引っ張ることで、３kgを
超える力が加わる可能性があると考
えられます。また、事故発生前に台
風や大雨等の、ケーブル垂れ下がり
を引き起こすような気象条件や自然
災害が発生していなかったことか
ら、今回のケーブル断線の要因と
なった垂れ下がりは、ケーブル上の
サルの行動によるものと推定されま
す。
2.1.3　対策の検討
　サルの行動によるケーブルの垂れ
下がりを防止するため、以下の対策
を行いました。
⑴�　一束化ハンガをCCHから、主
に強風エリア等で使用されるスパ
イラルハンガ（以下、SH）に取
り替える。さらに、しばり紐で
ケーブルをつり線に固定する。
⑵�　SHの脱落防止のため、SH接続
部の破損および外れ防止物品であ

るクイックホルダを取り付ける
（図５）。
　本対策実施後、ケーブルの垂れ下
がりは再発していません。今後、類
似事象が想定される場所において
は、同様の対策が有効であると考え
られます。
2.2　近隣住民への影響事例
2.2.1　背　景
　多数のサルが通信ケーブルを渡っ
ている様子が、SNSへ投稿され話
題となったエリアでは、近隣住民か
ら、サルがNTTのケーブルを渡っ
て田畑へ侵入し、農作物を荒らして
いるため、渡らないようにしてほし
いとの要望が寄せられました。ま
た、行政から委託を受けた現地のサ
ル監視員へのヒアリング結果から、
サルが約40匹の群れを作り、えさ
を求めて日々通信ケーブルを渡り、
移動していることが分かりました。

図３　ケーブルを渡るサル

図４　ケーブルが垂れ下がる様子

（ａ）ケーブルの固定 （ｂ）SHの補強

図５　垂れ下がり対策

図２　垂れ下がったケーブル
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2.2.2　対策の検討
　すでに近隣住民の生活へ影響が出
ており、早急な対策が必要であった
ことから、既存の製品を活用した対
策を検討しました。検討にあたって
は、生物多様性保護の観点から、サ
ルの行動に大きな影響を与えず、か
つケーブルから近隣住民の生活圏へ
侵入させないことを重視し、対策方
法の考案に取り組みました。
　今回の事例では、鳥がケーブルに
とまるのを防ぐための鳥害対策品
（図６）を活用し、サルがケーブル
を渡りにくくする対策を考案しまし
た。本品は、表面の凹凸だけでなく、
ケーブルに取り付けることで、本体
が回転するため、サルがケーブルを
掴みにくくする効果があります。
　まず、現地でサルの往来が多い
ケーブルを選定し、対策品を従来通
りに設置しました。その結果、対策
品を取り付けることにより、サルが
ケーブルを渡りにくくなっているこ
とが確認できました。しかし、サル
の運動能力は非常に高く、水平方向
で２～３ｍを跳躍することや、バラ
ンス感覚にも優れるため、不安定な
体勢からも容易に対策品を越え、
ケーブルを渡ってしまうことが分か
りました。対策品の構造や設置方法
の検討を進めつつ、トライアルを繰
り返した結果、以下の設置方法が効
果的であることが確認できました
（図７）。
⑴�　より回転しやすく不安定になる
よう、鳥害対策品を250mm（製
品の半分の長さ）にカットして設
置する

⑵�　対策品を飛び越えないよう、４ｍ
（16個）以上設置する
　この設置方法により、サルが当該
区間を渡ることを諦め、引き返すこ
とが確認できました（図８）。

３．終わりに
　本稿では、通信設備に対する生物
からの影響のうち、サルによるトラ
ブル事例とその対策方法を紹介しま
した。設備環境はさまざまであり、
同じサルがケーブルを渡る事例だと
しても、おのおのの現場に即した対
策を検討する必要があります。
　技術協力センタは、前身組織であ
る技術協力部を含めると50年以上、

技術協力活動を通して現場の支援を
行ってきました。これまでに蓄積さ
れた知識と経験、新たな技術をもと
に、引き続き通信設備の信頼性向
上、故障低減に向けた取組みを進め
てまいります。
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図６　鳥害対策品
図７　設置状況

（ａ）対策品に手をかける （ｂ）対策品が回転する （ｃ）引き返す

図８　サルが引き返す様子


